
第
21
回
総
会
の
実
施

昨
年
の
総
会
は
事
務
局
の
地
元
但
馬
の

出
石
・
竹
田
城
で
開
催
で
も
有
り
、
歴
史

講
演
や
山
名
赤
松
両
氏
慰
霊
法
要
＆
登
城

に
一
般
の
方
々
も
交
え
て
賑
や
か
に
行
い

ま
し
た
。
今
回
の
総
会
は
「
清
和
源
氏
の

源
流
を
巡
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
清
和
源
氏

発
祥
か
ら
山
名
氏
に
至
る
道
筋
を
少
し
で

も
実
感
願
お
う
と
、
清
和
源
氏
ゆ
か
り
の

地
で
あ
る
六
孫
王
神
社
（
源
氏
の
祖
・
源

経
基
由
緒
）
・
多
田
神
社
（
経
基
王
長
子
・

満
仲
公
由
緒
）
と
河
内
源
氏
発
祥
の
壺
井

八
幡
宮
（
満
仲
公
三
男
・
頼
信
公
由
緒
）

を
訪
ね
、
遠
祖
ゆ
か
り
の
地
を
歩
み
、
土

地
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ
て
頂
く
計
画
し
ま

し
た
。
総
勢
27
名
の
ご
参
加
を
得
て
無
事

に
実
施
出
来
ま
し
た
。

第
１
日
目
行
事

初
日
の
11
月
29
日
、
午
前
中
は
あ
い
に

く
前
日
か
ら
の
雨
が
残
る
天
気
で
し
た
が
、

総
会
開
始
の
お
昼
過
ぎ
に
は
天
候
も
徐
々

に
回
復
し
、
暖
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
て

の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
初
日
の
予

定
は
、
年
次
総
会
・
歴
史
講
演
・
六
孫
王

神
社
参
拝
の
予
定
で
す
。

年
次
総
会

年
次
総
会
で
は
通
常
の
予
算
決
算
・
事

業
計
画
等
、
前
半
は
通
例
の
議
案
を
審
議

し
、
後
半
で
は
若
干
の
会
則
変
更
変
更
と

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
を
行
い
ま
し

た
。現

会
則
は
旧
山
名
会
発
足
時
（
Ｓ
63
）

の
会
則
を
基
本
と
し
て
お
り
、
会
則
中
の

文
言
に
古
い
表
現
も
有
り
、
そ
の
点
を
是

正
し
ま
し
た
。

ま
た
、
会
則
中
の
「
会
の
目
的
」
、

「
会
の
事
業
」
に
内
容
を
追
加
し
ま
し
た
。

（
規
約
の
変
更
は
別
紙
を
ご
参
照
く
だ
さ

い
。
）

会
則
の
変
更
に
伴
い
役
職
体
制
の
見
直

し
の
提
案
も
有
り
ま
し
た
が
、
当
面
現
在

の
体
制
で
臨
む
こ
と
も
確
認
し
ま
し
た
。

役
員
改
選

基
本
的
に
は
現
職
留
任
の
方
向
で
、
各

役
員
様
に
お
願
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た

が
、
山
名
義
範
理
事
長
様
ご
勇
退
に
伴
い
、

山
名
靖
英
常
任
理
事
が
理
事
長
就
任
。
一

名
空
席
に
な
っ
た
常
任
理
事
に
は
、
山
名

嗣
宣
理
事
が
就
任
頂
き
ま
し
た
。

理
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
今
ま
で
の
理

事
様
に
加
え
、
今
回
の
総
会
に
ご
参
加
頂

き
ま
し
た
山
名
喜
久
男
氏
・
佐
伯
省
三
氏

も
加
わ
っ
て
頂
き
、
ま
た
、
旧
山
名
会
副

理
事
長
の
三
王
紀
将
氏
の
相
談
役
へ
の
推

薦
も
有
り
、
共
に
参
加
者
総
意
の
元
、
ご

賛
同
頂
き
ま
し
た
。

歴
史
講
演

年
次
総
会
後
の
歴
史
講
演
で
は
、
山
名

年
浩
会
長
に
マ
イ
ク
を
握
っ
て
頂
き
、
会

長
に
ご
用
意
頂
き
ま
し
た
「
京
近
世
図
」

を
基
に
し
て
『
近
世
京
都
の
地
図
に
見
る

歴
史
の
流
れ
』
と
題
し
た
講
演
を
頂
き
ま

し
た
。

現
在
あ
る
大
学
等
大
き
な
建
物
の
前
身

や
、
持
ち
主
の
変
遷
、
街
並
み
の
移
り
変

わ
り
等
、
面
白
い
昔
話
を
交
え
て
お
話
し

頂
き
ま
し
た
。
講
演
の
様
子
は
、
後
日
編

集
し
皆
さ
ん
に
も
ご
覧
い
た
だ
け
る
よ
う

準
備
中
で
す
。
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
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去
る
Ｈ
26
年
11
月
29
〜
30
日
に
掛
け
て
、
第
21
回
山
名
会
総
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の

主
題
は
「
山
名
氏
の
源
流
を
め
ぐ
る
」
と
し
、
山
名
氏
も
元
を
遡
れ
ば
足
利
氏
等
と
同
じ
く
新

田
氏
流
の
清
和
源
氏
の
流
れ
を
汲
む
一
族
。
今
次
総
会
で
は
清
和
源
氏
の
原
点
中
の
原
点
で
あ

る
六
孫
王
神
社
・
多
田
神
社
・
壺
井
八
幡
宮
の
源
氏
三
社
を
巡
り
、
遠
祖
の
息
吹
を
肌
で
感
じ

つ
つ
、
今
日
に
至
る
悠
久
の
時
の
流
れ
に
思
い
を
寄
せ
て
頂
こ
う
と
計
画
致
し
ま
し
た
。

第
21
回
総
会
実
施
『
源
氏
三
社
を
巡
る
』

年次総会（六孫王会館）
５月の理事会に引き続き、六孫王神社会館をお

借りしました。

六孫王神社拝殿前
総会後の記念写真撮影前。この後拝殿内で源
経基王参拝。会の発展祈願を受ける。



さ
い
。

尚
、
講
演
で
お
配
り
い
た
し
ま
し
た
Ａ

１
サ
イ
ズ
（
新
聞
見
開
き
大
）
「
京
近
世

図
」
で
す
が
、
ポ
ス
タ
ー
フ
レ
ー
ム
等
に

納
め
て
い
た
だ
く
と
立
派
な
史
料
と
な
り

ま
す
。
是
非
お
試
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
「
京
近
世
図
」
に
は
少
し
余
分

が
ご
ざ
い
ま
す
。
ご
入
り
用
の
方
が
御
座

い
ま
し
た
ら
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

六
孫
王
神
社
参
拝

歴
史
講
演
終
了
後
は
場
所
を
六
孫
王
神

社
拝
殿
に
移
し
て
、
宮
司
様
・
権
宮
司
様

に
ご
出
仕
頂
き
、
経
基
王
参
拝
と
山
名
会

の
盛
会
祈
願
を
執
り
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

経
基
王
御
祭
祀
の
社
殿
内
は
威
厳
に
満
ち

満
ち
て
居
ま
し
た
。
祈
願
の
後
、
宮
司
様

か
ら
神
社
の
謂
わ
れ
等
、
お
話
を
う
か
が

い
ま
し
た
。

先
ほ
ど
の
歴
史
講
演
の
内
容
と
も
関
連

し
、
明
治
の
神
仏
分
離
ま
で
は
、
こ
の
地

に
通
法
寺
と
共
に
有
り
、
そ
の
境
内
は
現

在
の
三
倍
以
上
の
広
さ
で
元
々
は
梅
小
路

ま
で
続
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
明
治
の
鉄

道
建
設
の
際
、
そ
し
て
昭
和
の
経
済
成
長

期
に
は
新
幹
線
用
地
に
と
、
そ
の
都
度
境

内
を
提
供
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
す
。

古
式
ゆ
か
し
い
社
殿
内
で
、
時
折
聞
こ

え
て
く
る
梅
小
路
Ｓ
Ｌ
館
の
汽
笛
の
音
、

側
の
高
架
を
通
る
新
幹
線
の
通
過
音
。
経

基
王
の
邸
宅
跡
か
ら
現
在
の
六
孫
王
神
社

へ
の
移
り
変
わ
り
を
聞
い
て
い
ま
す
と
、

自
分
が
何
時
の
時
代
に
居
る
の
か
分
か
ら

な
く
な
る
よ
う
に
感
じ
を
覚
え
ま
し
た
。

太
子
温
泉

翌
日
の
訪
問
先
が
大
阪
周
辺
の
壺
井
八

幡
宮
・
多
田
神
社
で
有
り
、
な
る
べ
く
初

日
の
内
に
少
し
で
も
訪
問
先
に
近
づ
き
た

い
思
い
で
、
宿
舎
を
南
河
内
の
太
子
温
泉

に
し
ま
し
た
。
き
ら
び
や
か
な
高
級
旅
館

で
は
有
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
”
聖
徳
太

子
ゆ
か
り
の
湯
”
に
浸
か
り
、
南
河
内
の

味
と
サ
ー
ビ
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
、
夜
遅

く
ま
で
今
期
の
活
動
に
つ
い
て
語
り
合
い

ま
し
た
。

叡
福
寺

明
け
て
第
２
日
目
は
朝
か
ら
10
月
中
旬

を
思
わ
せ
る
よ
う
な
好
天
、
名
残
の
紅
葉

に
彩
ら
れ
る
中
で
の
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

太
子
温
泉
か
ら
壺
井
八
幡
宮
に
向
か
う

道
中
に
聖
徳
太
子
の
御
陵
を
お
守
り
す
る

叡
福
寺
が
有
り
ま
す
。
”
日
本
仏
教
の
祖
”

と
し
て
、
古
く
か
ら
聖
徳
太
子
へ
の
信
仰

は
定
着
し
て
お
り
、
こ
の
叡
福
寺
に
は
弘

法
大
師
や
親
鸞
聖
人
を
始
め
数
多
く
の
高

僧
・
開
祖
が
太
子
を
身
近
に
感
じ
よ
う
と

篭
も
ら
れ
た
と
言
わ
れ
ま
す
。
山
名
会
と

は
直
接
の
関
わ
り
は
な
い
の
で
す
が
、
素

通
り
す
る
に
は
惜
し
い
所
で
す
の
で
、
開

門
前
後
の
慌
た
だ
し
い
参
拝
で
し
た
が
、

太
子
の
御
陵
だ
け
参
拝
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

壺
井
八
幡
宮

六
孫
王
・
源
経
基
が
清
和
源
氏
の
祖
、

経
基
の
長
子
が
源
満
仲
、
そ
の
三
子
が
源

頼
信
で
壺
井
に
拠
点
を
定
め
て
河
内
源
氏

を
名
乗
り
、
壺
井
八
幡
宮
近
く
に
残
る
通

法
寺
（
六
孫
王
社
の
お
寺
と
同
名
）
跡
に
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六孫王神社拝殿
拝殿内にて御祭神・源経基王の参拝及び、会の盛

会祈願を行って頂きました。

壺井八幡宮参拝
拝殿にて玉串を奉納し、その後宮司様御先導で河

内源氏三代廟を巡拝して回りました。

京近世図と山名第6号
歴史講演の資料として、ご用意頂きました。新聞見開き

大の大きさに印刷しています。若干余分有り。

年歴史講演（講師：山名年浩会長）
貴重な史料「京近世図」をご準備頂きました。後

日講演の動画を準備致します。



は
、
頼
信
・
頼
義
・
義
家
（
八
幡
太
郎
）

の
御
廟
が
点
在
し
ま
す
。

壺
井
八
幡
宮
で
は
、
先
ず
宮
司
様
に
お

導
き
頂
き
参
拝
と
平
成
７
年
の
再
建
事
業

を
行
わ
れ
た
際
の
お
話
な
ど
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
再
建
事
業
の
折
、
山
名
会

が
奉
納
し
ま
し
た
幟
を
探
し
出
し
掲
げ
て

我
々
を
歓
迎
し
て
頂
き
ま
し
た
。
参
拝
の

後
は
宮
司
様
自
ら
先
頭
に
立
っ
て
、
河
内

源
氏
三
代
の
御
廟
を
案
内
し
て
頂
き
、
各

廟
所
で
は
線
香
を
お
供
え
致
し
ま
し
た
。

多
田
神
社

宝
塚
で
の
昼
食
を
挟
み
、
途
中
道
路
渋

滞
な
ど
あ
っ
た
も
の
で
多
田
神
社
へ
は
予

定
を
大
幅
に
遅
れ
て
の
到
着
と
な
り
、
神

社
様
に
は
ご
心
配
を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
。

多
田
神
社
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
清
和
源

氏
の
本
拠
地
。
経
基
王
の
跡
を
継
い
だ
満

仲
公
が
強
大
な
武
士
集
団
を
形
成
し
各
流

源
氏
の
礎
を
築
き
、
こ
こ
か
ら
枝
分
か
れ

し
て
い
き
ま
す
。

参
拝
で
は
拝
殿
内
で
の
参
拝
に
引
き
続

き
、
本
殿
前
に
場
所
を
移
し
て
は
宮
司
様

か
ら
お
話
を
伺
い
、
森
厳
な
雰
囲
気
に
覆

わ
れ
た
満
仲
公
御
廟
を
参
拝
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
予
定
が
遅
れ
た
関
係
で
、
十
分

に
お
話
を
伺
う
時
間
が
少
な
く
大
変
に
申

し
訳
け
御
座
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

解
散

多
田
神
社
を
後
に
し
て
、
お
急
ぎ
の
方
々

を
Ｊ
Ｒ
新
大
阪
駅
で
下
ろ
し
た
後
、
出
発

点
で
あ
る
京
都
・
六
孫
王
神
社
に
バ
ス
が

戻
っ
て
き
た
の
は
午
後
６
時
を
回
っ
て
い

ま
し
た
。
予
定
を
遅
れ
た
の
に
も
関
わ
ら

ず
最
後
ま
で
お
付
き
合
い
頂
い
た
皆
様
に

は
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
回
の
総
会
は
40
名
規
模
の
ご
参
加
を

目
論
み
計
画
致
し
ま
し
た
が
、
実
施
日
程

が
11
月
末
に
ず
れ
込
ん
だ
事
も
あ
っ
て
か
？

ご
参
加
人
数
が
少
し
伸
び
悩
み
、
総
勢
27
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山
名
会
総
会
に
あ
わ
せ
て
、
通
巻
第

６
号
に
な
る
会
誌
「
山
名
」
を
刊
行
致

し
ま
し
た
。
６
号
に
は
会
員
各
位
よ
り

５
本
の
玉
稿
を
お
寄
せ
頂
き
ま
し
た
。

各
位
各
様
の
山
名
観
や
活
動
に
関
す
る

思
い
を
著
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

中
で
も
６
号
の
目
玉
は
山
名
年
浩
会

長
の
「
山
名
氏
年
表
」
（
寄
稿
題
名

『
山
名
氏
編
年
史
の
考
証
』
）
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
山
名
氏
８
０
０
年

の
歴
史
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の
山
名

氏
年
表
で
は
「
８
５
０
年
の
清
和
天
皇

ご
誕
生
」
か
ら
「
明
徳
の
乱
以
降
の
１

４
０
０
年
代
」
ま
で
、
山
名
関
連
の
事

跡
を
記
載
書
籍
を
明
示
し
つ
つ
、
時
系

列
に
整
理
頂
い
た
大
作
で
す
。
会
長
の

山
名
氏
研
究
20
年
の
ご
成
果
と
か
。

同
号
掲
載
の
宮
田
副
会
長
の
『
天
朝

を
滅
亡
の
淵
か
ら
救
い
出
し
た
山
名
一

族
』
も
山
名
年
表
を
参
考
に
し
て
頂
き

ま
す
と
、
理
解
が
尚
い
っ
そ
う
深
ま
り

ま
す
。

手
前
味
噌
で
す
が
、
お
手
元
に
置
い

て
頂
き
ま
す
と
山
名
研
究
の
心
強
い
助

け
に
な
る
の
で
は
無
い
で
し
ょ
う
か
？

事
務
局
と
致
し
ま
し
て
は
、
是
に
続
く

後
編
の
ご
寄
稿
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

山
名
会
会
員
諸
氏
に
は
、
「
山
名
第

六
号
」
を
各
一
冊
ず
つ
お
届
け
申
し
上

げ
ま
す
。
追
加
分
ご
希
望
の
方
は
事
務

局
ま
で
ご
一
報
下
さ
い
。
（
１
冊
千
円
）

多田神社本殿
神社参拝の後、本殿、満仲公御廟へとご案内、ご

説明頂きました。

山名会の幟（Ｈ７年奉納）
平成7年に奉納した山名会の幟を参拝にあわせ掲

揚し、歓迎下さいました。

満仲公御廟
森厳な雰囲気に包まれた御廟、満仲公・頼光公の廟所。

神職様も滅多に足を入れる事の無い神域とか。

会
誌
『
山
名
』
第
六
号
刊
行



名
（
全
日
程
参
加
15
名
・
部
分
参
加
12
名
）

ご
参
加
で
し
た
。

総
会
期
間
中
に
役
員
方
と
お
話
を
さ
せ

て
頂
い
た
の
で
す
が
、

①
若
い
年
代
の
方
々
を
引
き
込
む
活
動

を
考
え
な
い
と
、
会
と
し
て
の
発
展

継
続
は
困
難
。

②
も
っ
と
気
軽
に
参
加
出
来
る
活
動
を

考
え
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
頂
く
。

③
総
会
に
全
て
の
行
事
を
盛
り
込
む
事

が
、
却
っ
て
（
拘
束
時
間
が
長
く
）

参
加
が
難
し
く
さ
せ
て
い
る
の
か
も
？

④
宿
泊
を
含
ん
だ
活
動
に
は
、
経
費
が

掛
か
り
す
ぎ
る
の
で
は
？

と
言
っ
た
ご
意
見
を
頂
き
ま
し
た
。

多
く
の
会
員
様
が
集
っ
て
頂
く
事
が
何

よ
り
も
一
番
大
切
で
す
。
気
軽
に
多
く
の

方
々
が
ご
参
加
頂
け
る
活
動
が
理
想
で
す
。

今
後
の
行
事
の
持
ち
方
に
関
し
て
良
い

方
法
が
あ
れ
ば
ご
教
授
よ
ろ
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。

総
会
会
計

会
計
は
上
記
の
如
く
で
若
干
の
赤
字
で

終
わ
っ
て
お
り
ま
す
。
赤
字
分
は
通
常
会

計
か
ら
の
助
成
金
追
加
で
カ
バ
ー
致
し
ま

す
。い

つ
も
の
事
な
が
ら
、
寄
付
金
で
何
と

か
成
り
立
っ
て
い
る
状
況
で
有
志
の
皆
様

方
に
は
、
ご
厚
意
を
十
分
に
活
か
せ
な
い

事
で
心
苦
し
く
感
じ
て
居
り
ま
す
。
今
後

十
分
に
余
力
を
生
む
よ
う
な
事
業
計
画
を

心
掛
け
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

会
計
年
度
も
改
ま
り
ま
し
た
の
で
、
年

会
費
の
納
入
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

年
会
費
は
五
千
円
で
す
。
該
当
会
員
様

に
は
郵
便
振
替
伝
票
を
同
封
し
て
お
り
ま

す
。
ご
利
用
の
上
、
ご
入
金
お
願
い
致
し

ま
す
。
（
特
別
会
員
・
家
族
会
員
等
除
く
）

昨
年
度
未
納
の
方
に
は
、
そ
の
点
記
入

し
て
お
り
ま
す
の
で
、
申
し
訳
御
座
い
ま

せ
ん
が
、
２
年
分
の
納
入
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

冒
頭
で
ご
報
告
の
よ
う
に
、
役
員
改
選

が
御
座
い
ま
し
た
。
新
役
員
各
位
は
左
表

の
如
く
で
す
。
今
後
、
２
年
間
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
※
印
が
新
任
の
方
々
で
す
。
敬
称
略
）
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第２１回山名会総会会計報告

理

事

常
任
理
事

理
事
長

副
会
長

会

長

相
談
役

副
総
裁

総

裁 役
職

14
名

山
名

嗣
宣

※

山
名

大
介

草
山

宏

山
名

靖
英

※

宮
田

靖
國

山
名

年
浩

三
王

紀
将

※

西
尾

孝
昌

太
田
垣
佐
登

山
名

義
英

山
名

義
晴

氏
名

（掲
載
略
）

兵
庫
名
古
屋

神
奈
川

京
都
兵
庫
大
阪
和
歌
山

兵
庫
和
歌
山

東
京
東
京 地
域

年
会
費
納
入
の
お
願
い

新

役

員

体

制

第
21
回
山
名
会
総
会
ご
苦
労
様
で
し

た
。
参
加
者
各
位
、
ご
協
賛
の
皆
様
方

に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
不
手
際

多
端
の
行
事
運
営
で
し
た
が
ご
勘
弁
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

山
名
義
範
前
理
事
長
様
に
は
、
再
興

直
後
の
不
安
定
な
会
運
営
を
良
く
導
い

て
頂
き
ま
し
た
。
来
春
、
専
念
寺
を
後

代
に
託
さ
れ
る
と
か
？
ご
迷
惑
で
無
け

れ
ば
、
会
に
も
お
声
掛
け
下
さ
い
。
是

非
と
も
馳
せ
参
じ
、
永
年
の
ご
功
績
に

少
し
で
も
謝
意
を
奉
じ
る
事
が
出
来
れ

ば
有
り
難
い
で
す
。

（
事
務
局
）


